
徳島市農業委員会 19 2 14 18 1 4 6 37 3 18 6 35 2 9 2 1

鳴門市農業委員会 20 5 11 14 1 3 4 34 6 14 4 34 4 8 0 2

小松島市農業委員会 19 6 10 16 0 1 0 35 6 11 0 32 2 2 3 4

美馬市農業委員会 19 1 13 18 0 3 0 37 1 16 0 37 1 0 0 0

勝浦町農業委員会 11 3 4 4 5 0 0 0 16 3 4 4 14 0 4 2 3

上勝町農業委員会 13 4 2 2 1 0 0 0 14 4 2 2 13 4 0 1 0

佐那河内村農業委員会 10 2 6 1 4 0 1 0 14 2 7 1 14 0 4 0 2

石井町農業委員会 14 2 5 1 5 0 0 0 19 2 5 1 15 0 1 4 2

神山町農業委員会 13 2 6 6 0 0 0 19 2 6 0 18 3 0 1 -1

那賀町農業委員会 14 3 4 1 8 0 1 0 22 3 5 1 24 3 3 -2 0

牟岐町農業委員会 12 1 7 3 0 0 0 15 1 7 0 14 1 4 1 0

松茂町農業委員会 12 2 5 2 4 0 3 0 16 2 8 2 14 0 6 2 2

北島町農業委員会 10 1 3 2 0 2 0 12 1 5 0 14 0 0 -2 1

藍住町農業委員会 14 2 8 4 6 0 5 1 20 2 13 5 21 0 5 -1 2

板野町農業委員会 14 2 8 8 1 2 0 22 3 10 0 21 1 4 1 2

上板町農業委員会 14 2 8 7 0 1 0 21 2 9 0 18 0 2 3 2

つるぎ町農業委員会 14 0 5 3 7 0 0 4 21 0 5 7 24 1 2 -3 -1

合　計 242 40 119 18 132 3 26 15 374 43 145 33 362 22 54 12 21

16.5% 6.1%

※女性・認定・認定準数は該当する委員数の内数であり、認定とは認定農業者、認定準とは認定農業者に準ずる者のことです。

女性農業委員の占める割合

徳島県内の農業委員会の新体制への移行状況（平成29年7月末）

認定 認定準

農地利用最適化推進委員数
（平成29年7月末）

女性 認定

農業委員・農地利用最適化推進委員総数
（平成29年7月末）

女性 女性 認定

農業委員数
（平成26年7月末）

認定

農業委員数
（平成29年7月末）

認定準

農業委員・
農地利用最
適化推進委

員
増減数

女性農業委
員・女性農
地利用最適
化推進委員

増減数認定準

農業委員会名

女性

本
年
７
月
に
県
内
の
17
農
業

委
員
会
が
新
体
制
に
移
行
し
ま

し
た
。
新
体
制
の
農
業
委
員
会
で

は
、
新
た
な
農
業
委
員
の
う
ち
、

認
定
農
業
者
が
原
則
過
半
を
占

め
、
利
害
関
係
の
無
い
者
を
１
名

以
上
入
れ
、
女
性
や
若
者
の
登

用
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
各
農
業
委
員
会
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
市
町
村
広
報
等
を

活
用
し
、
農
業
委
員
等
の
推
薦
・

募
集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
た
に
２
４
２
名
の
農
業
委
員
が

市
町
村
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
そ
の

内
訳
は
認
定
農
業
者
が
１
１
９
名
、

認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
（元
認

定
農
業
者
等
～
認
定
農
業
者
数

が
委
員
の
８
倍
を
下
回
る
委
員

会
に
例
外
的
に
適
用
）
が
18
名
、

女
性
が
40
名
、
そ
の
他
農
業
者
が

65
名
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
女
性
農
業
委
員
の
登
用

に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
農
業
委
員

会
女
性
協
議
会
（
会
長
谷
口
清

美
）が
中
心
と
な
っ
て
、
女
性
農
業

者
の
登
用
促
進
を
全
市
町
村
長

に
働
き
か
け
た
結
果
、
前
回
（
平

成
26
年
７
月
）の
約
１
．
８
倍
と
な

り
、
最
も
多
い
小
松
島
市
農
業

委
員
会
で
は
前
回
の
３
倍
の
６
名

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
地

利
用
の
最
適
化
を
強
力
に
推
進

す
る
た
め
、
新
た
に
１
３
２
名
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農

業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
今

後
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推

進
に
向
け
た
活
動
が
多
方
面
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
体
制
へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
本
年
度
中
に

吉
野
川
市
・
阿
波
市
が
、
ま
た
、

来
年
度
に
は
阿
南
市
、
三
好
市
、

美
波
町
、
海
陽
町
、
東
み
よ
し
町

が
新
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
各
市
町
村
の
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
氏
名

は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）（田

中

智
）
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主

な

内

容

一

県
下
17
農
業
委
員
会
で
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト･

･
･
･
･

１

二

農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
動
ポ
イ
ン
ト･

･
･
･
･
･
･
･
･

２

三

農
業
委
員･

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
委
員
紹
介･

･

３

四

徳
島
就
農
ス
タ
ー
ト
研
修
事
業
第
２
次
募
集･

･
･
･
･

４

五

公
庫
の
お
知
ら
せ
／
女
性
農
業
委
員
の
紹
介･

･
･
･
･

５

六

徳
島
県
農
業
会
議
等
の
行
事
予
定｡

｡
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

６

あ
ぜ
道
の
声

▽
全
国
の
農
地
中
間
管
理
機
構

を
通
じ
た
転
貸
面
積
が
、
平
成

28
年
度
は
４
万
２
千
ha
と
前
年

度
か
ら
半
減
し
た
。
先
月
農
林

水
産
省
が
開
催
し
た
農
地
中
間

管
理
事
業
に
関
す
る
都
道
府
県

別
意
見
交
換
に
、
今
年
度
か
ら

農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構

と
し
て
本
会
議
も
出
席
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

▽
農
業
委
員
会
組
織
と
農
地
中

間
管
理
機
構
と
は
運
命
共
同
体

で
あ
る
と
出
席
し
て
ひ
し
ひ
し
感

じ
た
。
今
回
の
改
正
で
農
業
委
員

会
法
第
６
第
２
項
に
「
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
」が
必
須
事
務
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、
こ
の

文
章
は
農
地
中
間
管
理
事
業
の

目
的
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
お
互

い
に
連
携
し
な
が
ら
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
共
に
進
ん
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
本
県
に
お
い
て
も
７
月
に
は
３
７

４
名
の
新
委
員
が
任
命
さ
れ
、
10

月
に
は
県
内
の
８
割
の
農
業
委
員

会
が
新
体
制
へ
移
行
す
る
。
５
年

後
10
年
後
を
見
据
え
未
来
の
農

地
管
理
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（Ｓ
．
Ｉ
）

県
下
17
農
業
委
員
会
で
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

女
性
農
業
委
員
が
大
幅
増
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農
業
委
員
会
は
、
昨
年
４
月

１
日
の
改
正
農
業
委
員
会
法
の

施
行
を
踏
ま
え
、
順
次
新
体
制

へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
は
今
年
の
７

月
に
17
農
業
委
員
会
、
10
月
に

２
委
員
会
が
新
体
制
に
移
行
し
、

残
り
の
５
委
員
会
は
来
年
度
に

移
行
し
ま
す
。

新
体
制
に
移
行
し
た
農
業
委

員
会
に
は
、
新
た
に
必
須
事
務

に
加
わ
っ
た
「
農
地
利
用
の
最

適
化
」
に
向
け
た
着
実
な
取
り

組
み
と
、
そ
の
成
果
の
発
現
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
農
地

中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・

集
約
化
に
つ
い
て
は
最
も
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
農

業
会
議
で
は
県
・
農
地
中
間
管

理
機
構
と
協
議
し
、
今
秋
冬
に

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
農
地
中
間
管
理
事

業
の
加
速
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
活
動
を
次

の
と
お
り
提
案
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
、
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
方
々

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
担
当
地
区
内
の
農
業
者

の
意
向
把
握

①
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
す

る
利
用
状
況
・
意
向
調
査
（
９

月
～
）

担
当
区
域
内
の
利
用
状
況
調

査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
で
明

ら
か
に
な
っ
た
遊
休
農
地
の
内

担
い
手
の
借
受
が
期
待
で
き
る

所
有
者
等
に
対
し
、
利
用
意
向

調
査
書
が
発
出
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

所
有
者
本
人
が
自
ら
耕
作
で
き

な
い
場
合
は
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
す
る
よ
う
働
き
か

け
て
く
だ
さ
い
。

②
農
地
利
用
最
適
化
の
た
め
の

経
営
意
向
調
査(

10
月
～
）

担
当
区
域
内
の
後
継
者
の
い

な
い
高
齢
農
家
等
、
農
地
の
貸

付
の
可
能
性
が
あ
る
農
業
者
を

対
象
に
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、

今
後
の
農
業
経
営
の
意
向
に
つ

い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
農

地
の
貸
付
希
望
の
あ
る
高
齢
農

家
に
つ
い
て
は
農
地
中
間
管
理

事
業
の
活
用
に
つ
い
て
働
き
か

け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
規
模
拡
大
の
可
能
性

が
あ
る
認
定
農
業
者
等
の
担
い

手
を
戸
別
訪
問
し
、
借
り
受
け

希
望
農
地
の
規
模
や
条
件
等
を

確
認
す
る
と
と
も
に
農
地
中
間

管
理
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
働

き
か
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
の

更
新
期
限
が
近
づ
い
て
い
る
農

業
者
に
対
し
て
（
10
月
～
）

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
担
当
区
域
内
の

農
業
者
で
利
用
権
制
定
の
更
新

期
限
が
近
づ
い
て
い
る
農
家
に

対
し
て
、
農
地
中
間
管
理
事
業

に
よ
り
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
化
が
期
待
で
き
る
場

合
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を

活
用
す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き

か
け
て
く
だ
さ
い
。

２
．
地
域
の
話
し
合
い
へ
の

参
加
・
話
し
合
い
の
開
催

①
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し

等
の
地
域
で
の
話
し
合
い
へ
の

参
加
（
９
月
～
）

市
町
村
が
実
施
す
る
人
・
農

地
プ
ラ
ン
等
の
地
域
で
開
催
さ

れ
る
会
合
の
情
報
を
担
当
区
域

の
農
業
者
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

そ
の
会
合
に
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
話
し
合
い
で
は
、
担

い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
の
重
要
性
を
説
明
し
、

農
地
中
間
管
理
事
業
の
チ
ラ
シ

を
配
る
等
、
機
構
事
業
の
活
用

を
積
極
的
に
提
案
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
地
域
の
課
題
や
農

業
者
の
ニ
ー
ズ
が
見
え
て
き
た

ら
、
自
ら
地
域
の
話
し
合
い
の

場
を
設
け
、
将
来
の
望
ま
し
い

農
地
利
用
の
在
り
方
を
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

②
重
点
推
進
地
区
に
お
け
る
話

し
合
い
へ
の
参
加
（
９
月
～
）

核
と
な
る
集
落
営
農
組
織
や

大
規
模
経
営
体
が
あ
る
地
域
、

ほ
場
整
備
実
施
済
み
地
域
な
ど
、

ま
と
ま
っ
た
形
で
農
地
の
集
約

化
が
期
待
で
き
る
重
点
推
進
地

区
で
実
施
さ
れ
る
会
合
の
情
報

を
農
業
者
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

そ
の
会
合
に
積
極
的
に
参
加
し

て
下
さ
い
。

３
．
把
握
し
た
農
業
者
の
意

向
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
共
有

農
業
者
の
意
向
や
地
域
の
話

合
い
の
結
果
は
、
確
実
に
機
構

と
情
報
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
に
は
、
農
業
委
員
会

の
決
め
る
方
法
に
よ
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
田
中

智
）

一
般
社
団
法
人

徳
島
県
農

業
会
議
第
２
回
総
会

本
年
６
月
13
日
に
徳
島
市
Ｊ

Ａ
会
館
に
お
い
て
一
般
社
団
法

人
徳
島
県
農
業
会
議
第
２
回
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
平
成
28
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
平
成
29
年

度
会
費
賦
課
徴
収
、
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
等
の
総
額
の
決
定

に
関
す
る
３
議
案
で
、
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
会
で
既
に
決
定

さ
れ
て
い
た
平
成
29
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い

て
事
務
局
が
説
明
し
、
農
業
委

員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
と
し

て
、
本
年
度
中
に
新
体
制
に
移

行
す
る
19
委
員
会
が
ス
ム
ー
ズ

に
新
体
制
に
移
行
で
き
る
よ
う

指
導
す
る
と
と
も
に
「
農
地
利

用
の
最
適
化
」
の
業
務
が
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
対
す
る
研
修

の
強
化
を
図
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

（
田
中

智
）

農
地
中
間
管
理
事
業
の
加
速
化
に
向
け
た
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
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農
業
委
員
会
の
新
体
制

本
年
７
月
に
新
体
制
移
行
し
た
農

業
委
員
会
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。
（
）内
は
定
数
で
す
。

▽
徳
島
市

農
業
委
員
（
19
）

川
人
泰
博

金
澤
敬
治

岸
本
昇

橘

榮
一

天
羽
俊
文

野
口
俊
廣

大
貝
美

治

能
田
義
弘

西
一

久
米
裕
純

佐
々

木
永
薫

森
政
雄

品
山
昌
美

植
田
美

惠
子

細
川
勝
義

谷
川
興
一

鎌
田
良

昭

朝
田
三
郎

市
岡
沙
織

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（18
）

井
川
洋
二

石
田
哲
治

大
平
雅
義

岸
野
重
幸

谷
野
勝

桑
野
欣
伸

山
本

喜
代
治

中
川
敏
明

増
井
孝
重

武
市

慧
治

松
浦
義
幸

板
東
美
佐
緒

髙
畠

元
治

兼
田
博
行

住
友
勇

浦
川
昌
夫

野
口
芳
久

政
岡
茂

▽
鳴
門
市

農
業
委
員
（
20
）

谷
口
清
美

大
西
善
郎

小
川
利

小

田
常
雄

金
田
善
雄

木
下
茂

齋
藤
は

つ
子

柴
田
精
治

手
塚
弘
二

中
井
弘

仲
須
眞
理

長
谷
目
隆

濱
堀
秀
規

林

博
子

板
東
幸
雄

藤
本
詳
治

増
金
義

文

松
村
多
美
子

向
栄
治

八
木
健
治

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（14
）

円
藤
堅
一

小
川
満
幸

小
野
木
栄
作

亀
井
俊
一

喜
瀬
康
信

源
崎
公
一

谷

啓
司

新
居
誠
二

廣
瀬
元
則

福
井
裕

次

藤
川
美
智
子

矢
野
敬
夫

山
田
勇

横
田
健
二

▽
小
松
島
市

農
業
委
員
（
19
）

青
木
正
廣

栗
本
謙
二

山
本
康
信

錦
野
伸
策

竹
内
信
行

原
一
喜

金
西

章

矢
三
明
子

谷
崎
賢
二

湯
浅
友
子

矢
野
伸
二

江
﨑
惠
子

大
栗
栄
信

田

川
貴
之

舩
越
康
博

川
瀨
益
栄

丸
本

公
一

川
嵜
須
美
子

高
井
ト
ミ
ヱ

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（16
）

庄
野
博
美

三
ツ
本
善
則

日
下
正
治

姫
田
義
晴

松
浦
義
博


義
德

宮
田

芳
和

山
田
卓
志

橋
本
春
男

髙
岡
茂

樹

黒
田
敬
司

内
多
泰
美

吉
積
幸
二

岡
﨑
勢
一

宮
城
仁

森
博
之

▽
美
馬
市

農
業
委
員
（
19
）

長
浦
勝
幸

藤
岡
由
信

藤
原
昌
樹

䕃
山
勝
利

河
野
弘
彦

尾
方
隆
子

河

野
耕
八
郎

都
築
吉
弘

村
上
一
好

藤

原
和
夫

小
田
一
夫

三
笠
桂
司

櫻
間

芳
幸

田
中
耕
治

松
家
安
信

黒
川
邦

晴

真
鍋
聖
二

伊
良
原
和
夫

安
達
英

雄農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（18
）

浦
陽
彦

宇
山
崇
司

塩
田
正
幸

新

居
功

佐
藤
貞
男

田
村
實

藤
村
俊
裕

平
尾
雄
志

西
村
芳
樹

吉
坂
正
俊

田

邊
博
美

大
久
保
孝
雄

安
宅
実

勢
古

光
男

篠
原
豊

坂
本
英
明

岡
村
佳
髙

東
谷
豊

▽
勝
浦
町

農
業
委
員
（
11
）

小
山
善
昭

花
岡
吉
徳

前
田
和
代

上
白
川
敏
明

岡
田
智
明

岡
本
佳
誉
子

中
根
義
廣

市
原
賦
之

木
原
み
つ
子

中
村
悟

平
岡
義
和

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（5
）

瀬
戸
正
彦

野
上
治
男

丸
山
敬
章

片
山
博
之

山
野
忠
男

▽
上
勝
町

農
業
委
員
（
13
）

長
岡
政
司

谷
家
公
雄

梅
塚
久
夫

前
川
孝
好

高
石
雅
弘

美
馬
富
久

山

本
美
惠
子

東
原
良
夫

徳
永
昌
紀

山

田
武
志

田
中
貴
代

古
田
勝
子

竹
中

充
代

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（1
）

笠
松
和
市

▽
佐
那
河
内
村

農
業
委
員
（
10
）

星
山
隆
啓

山
本
光
雄

日
下
正
人

笠
井
博
美

國
原
和
彦

長
江
操

大
西

克
史

森
本
允
補

大
仲
香
織

松
長
護

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（4
）

河
原
功

大
岩
和
久

池
田
吉
信

中

野
實

▽
石
井
町

農
業
委
員
（
14
）

矢
部
幸
一

加
藤
賢
司

田
幡
裕

宮

本
誠
司

林
和
正

福
原
孝
典

松
家
寛

佳

山
口
弘
司

祖
上
俊
郎

小
川
耕
司

加
藤
惠
美

武
知
健
治

久
米
美
智
也

大
西
佐
知
子

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（5
）

木
下
隆
雄

岩
本
光
雄

海
原
敏
文

宮
本
和
明

髙
橋
一
嘉

▽
神
山
町

農
業
委
員
（
13
）

田
中
久
博

竹
本
公
三

相
原
利
章

佐
々
木
善
兼

井
上
善
司

森
三
千
子

武
市
佐
市

田
中
一
重

河
野
宏
吉

森

昌
槻

森
本
孝
夫

中
西
隆
子

加
藤
宏

行農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（6
）

一
宮
美
行

阿
部
銀
一
郎

河
野
一
弥

新
宅
由
行

粟
飯
原
充
志

上
田
一
夫

▽
那
賀
町

農
業
委
員
（
14
）

殿
谷
武
司

弓
長
忠

泉
登

植
木
悠

文

新
田
達
也

中
田
公
司


岡
稔
高

初
田
恒
久

原
善
治

山
城
啓
孝


田

行
雄


木
ひ
で

中
平
香

野
村
惠
子

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（8
）

小
川
周
司

西
谷
泰
幸

西
本
公
昭

山
下
勝
也

橋
本
光
治

的
場
英
登

湯

浅
善
光

早
川
幸
男

▽
牟
岐
町

農
業
委
員
（
12
）

藤
元
雅
文

溜
口
好
雄

原
田
俊
江

森
定
雄

坂
千
代
克
彦

谷
口
芳
孝

下

川
勝
巧

藤
原
健
一

内
山
和
行

井
上

正
雄

櫨
山
利
美

元
内
清
博

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（3
）

小
林
章

築
地
稔
之

横
尾
昇

▽
松
茂
町

農
業
委
員
（
12
）

佐
藤
重
明

和
西
広
典

隔
山
普
宣

天
野
昇
委

土
佐
和
惠

村
田
茂

尾
田

茂
樹

益
田
茂
明

武
内
康
文

林
恒
俊

吉
田
彰
子

古
川
静
男

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（4
）

池
田
裕
次

井
上
泰
志

坂
﨑
久
米
一

佐
藤
雅
彦

▽
北
島
町

農
業
委
員
（
10
）

高
橋
文
夫

原
田
憲
一

鈴
木
進

阿
部

進

島
本
博

三
好
明

原
田
明
子

天
野

均
典

市
原
浩

中
野
公
夫

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（2
）

夷
谷
義
光

吉
村
一
夫

▽
藍
住
町

農
業
委
員
（
14
）

坂
野
好
宏

安
川
定
幸

安
崎
三
代
子

岡
本
誠
司

小
原
周
治

木
内
元


國

北
昌
男

黒
上
晴
美

佐
野
健
志

篠
原

正
明

髙
畑
正
明

鳥
海
典
昭

藤
井
義

憲

渡
邉
早
見

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（6
）

犬
伏
正
博

住
友
弘

東
條
義
和

濱

憲
明

福
永
耕
治

森
内
利
和

▽
板
野
町

農
業
委
員
（
14
）

木
原
勝

木
藤
一
正

川
上
浩
輝

多

田
朋
資

齋
藤
茂
夫

山
本
静
子

齋
藤

親
平

佐
野
昌
弘

近
藤
好
史

多
田
愛

弓

佐
野
勝
之

三
木
秀
昭

佐
野
好
宏

河
野
克
巳

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（8
）

藤
井
美
穂

髙
橋
和
弘

岡
昇

圓
藤

幸
晴

山
西
忠
文

田
村
知

寒
川
和
典

犬
伏
政
敏

▽
上
板
町

農
業
委
員
（
14
）

吉
住
勝
己

日
下
和
芳

板
東
一
夫

上
原
憲
次

三
好
浩
行

七
條
謙
一

濱

田
充

森
田
正
昭

稲
井
正
巳

犬
伏
達

也

安
藝
博
文

石
井
房
惠

眞
木
育
代

田
中
芳
治

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（7
）

井
上
安
次

佐
藤
正
人

壽
見
正
之

西
條
陽
一

鳥
羽
慶
治

上
管
暁

岸
本

守
義

▽
つ
る
ぎ
町

農
業
委
員
（
14
）

坂
本
誠
治

堀
部
勝
博

三
反
田
哲
雄

岡
本
伸
清

浅
川
虎
夫

塩
田
勇

柴
田

純
二

丸
本
昭

藤
村
晃

小
栗
利
文

桑

平
稔

松
岡
和
夫

小
倉
正

西
岡
勝
幸

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（7
）

中
尾
富
士
雄

木
田
伸
治

西
岡
芳
信

武
田
理
広

麻
重
信

上
畑
秀
治

立
道

政
吉

（
氏
名
敬
称

略
）



（一社）徳島県農業会議では、徳島県からの委託を受け、徳島県内での新規就農希望者を研修生として雇用し、実践指導
いただく農家又は農業法人(以下「受入経営体」という。)を募集します。また、受入経営体に雇用され、実践的な技術を習得し
ていただく研修生を募集します。研修生は「県外から移住」又は「県内で在住」を問わず、農業を志す方、徳島県で就農する
強い意欲を持っていることが要件となります。
詳細な要件、申込書はホームページに掲載 「就農スタート」で検索 http://www.tokukaigi.or.jp/agricultural-training/
TEL：０８８－６７８－５６１１ FAX:０８８-６７８-５６６４

「とくしま就農スタート研修事業」受入経営体・研修生第2次募集！

農業研修生の募集
（主な応募資格）
・徳島県で就農する強い意欲をお持ちの方
・５５歳未満であること
・普通運転免許証を有する者
（研修のメリット）
・農業技術、経営ノウハウの習得
（募集期間）
・（第２次募集）平成２９年１０月１６日まで
（募集人数）
・２０名程度
（研修期間）
・ （第２次募集）平成２９年１２月１日～平成３０年２月２８日

＊第1次募集は終了しました。

受入経営体の募集
（主な応募資格）
・新規就農者を育成する意思と能力を備えていること
・研修生を雇用し、賃金を支払うこと
・期間の定めのある雇用契約を締結すること
・周年を通じて、月間１４０時間以上の労働時間を確保す
ること
・労働保険に加入すること
（募集期間）
・ （第2次募集）平成２９年１０月１６日まで
（研修経費助成）
・研修費：上限月額９７，０００円
・指導者研修費：上限年間３６，０００円

＊第1次募集は終了しました。

秋の農作業安全確認運動月間（平成29年８月1０日～10月１０日）

全国的にみると、１日1人が農作業中の事故で亡くなっています。農
作業中の死亡事故の大半は、トラクターやコンバイン作業中に起こって
います。さらに、死亡事故を年齢別にみると、65才以上の方が大半を
占めています。農機の日常点検や定期点検、こまめな休憩、安全装置
の適切な利用、トラクターのブレーキの連結等、農作業安全への意識
を高めましょう。

一人一人の安全意識と周囲からの「声かけ」から始まる農作業
の事故防止

労災保険への特別加入について
労災保険は、本来、労働者の負傷、疾病、障害、死亡等に対して保険

給付を行う制度ですが、労働者以外の方であっても、その作業の実態や
災害の発生状況などからみて、特に労働者に準じて保護する必要がある
と認められる一定の方々に対して特別に任意加入を認めています。
農業者の方の場合には「特定農作業従事者」、「指定農業機械作業従事
者」、「中小事業主等」いずれかのパターンによって、特別加入することが
できます。特別加入については、自分で直接加入手続きをすることはで
きません。 特別加入者団体（徳島県農業機械等安全推進協議会労働保
険事務組合等）を通じて加入する必要があります。また、中小事業主等と
して特別加入する場合は、労働保険の事務処理を労働保険事務組合
（徳島県農業機械等安全推進協議会労働保険事務組合等）に委託する
必要があります。
お問合せ：徳島県農業機械等安全推進協議会労働保険事務組合
（事務局：（一社）徳島県農業会議）TEL:088-678-5611

「
と
く
し
ま
就
農
ス
タ
ー
ト
研

修
事
業
の
実
施
状
況
」
（
平
成

29
年
9
月
1
日
現
在
）

受
入
経
営
体
の
応
募
は
25
経

営
体
、
研
修
生
の
応
募
は
25
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

事
業
を
開
始
し
た
の
は
、
19
経

営
体
、
研
修
生
24
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
研
修
生
１
名
は
受
入

経
営
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
事
業
は
、
経
営
体
と
研
修

生
が
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
事
業
の
要
件
に
な
っ
て
い

ま
す
。
契
約
に
基
づ
い
て
、
勤

務
し
、
研
修
生
に
給
与
が
支
払

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

助
成
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

本
事
業
の
狙
い
は
、
こ
れ
か

ら
の
徳
島
県
で
の
農
業
の
担
い

手
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。
本

事
業
の
終
了
後
、
大
半
の
研
修

生
は
、
引
き
続
き
受
入
経
営
体

の
方
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
研

修
生
の
中
に
は
、
事
業
終
了
後
、

独
立
就
農
し
た
方
も
い
ま
す
。

現
在
、
受
入
経
営
体
に
勤
務

し
て
い
る
研
修
生
の
中
に
は
、

将
来
的
に
独
立
就
農
を
希
望
し

て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
う
し
た
方
を
支
援
す
る
仕
組

み
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
（
安
芸
卓
生
）
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安
崎
三
代
子
さ
ん
（54
）

「
来
年
息
子
が
結
婚
し
ま
す
。
孫

が
生
ま
れ
た
ら
、
一
緒
に
ト
ラ
ク
タ
ー

に
乗
っ
て
、
あ
や
し
な
が
ら
仕
事
を

す
る
の
が
、
将
来
の
密
か
な
楽
し
み

な
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
語
る
の
は
、

今
年
７
月
の
改
選
で
藍
住
町
農
業
委

員
会
の
農
業
委
員
と
な
っ
た
安
崎
三

代
子
さ
ん
。
三
代
子
さ
ん
は
、
藍
住

町
の
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
ふ
ぁ
ー
む
」
の

代
表
で
就
農
30
年
目
。
現
在
12
㌶
の

農
地
で
ニ
ン
ジ
ン
や
イ
タ
リ
ア
野
菜

等
を
栽
培
す
る
専
業
農
家
だ
。

夫
の
浩
二
さ
ん
は
、
藍
住
町
新
作

物
研
究
会
の
会
長
を
務
め
、
三
代
子

さ
ん
と
と
も
に
、
「
町
の
特
産
物
で

あ
る
ニ
ン
ジ
ン
だ
け
に
頼
ら
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
新
た
な
作
物
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
子
供
が
食
べ
ら
れ
る
野

菜
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
苦
く
な
い

「
こ
ど
も
ピ
ー
マ
ン
」
等
の
ユ
ニ
ー

ク
な
野
菜
を
栽
培
し
、
関
西
市
場
や
、

県
内
レ
ス
ト
ラ
ン
に
卸
し
て
い
る
。

「
今
で
こ
そ
夫
婦
で
色
ん
な
野
菜
を

育
て
て
い
ま
す
が
、
就
農
当
時
は
大

変
で
し
た
。
３
．
５
㌶
の
農
地
で
レ

ン
コ
ン
と
ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培
は
全
て

手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
」

と
当
時
の
苦
労
を
振
り
返
る
。

三
代
子
さ
ん
は
、
今
後
の
農
業
経

営
発
展
に
は
機
械
化
が
必
要
と
、
町

外
の
市
場
へ
２
級
品
の
レ
ン
コ
ン
を

卸
し
、
少
し
ず
つ
お
金
を
貯
め
て
機

械
を
増
や
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ

ん
な
過
去
の
体
験
か
ら
、
若
い
農
業

者
達
の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
、
５

年
前
に
指
導
農
業
士
の
資
格
を
取
得

し
た
。

現
在
、
毎
年
、
県
外
の
大
学
生
３

人
の
研
修
受
入
を
行
い
農
業
の
担
い

手
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。

「
若
手
の
育
成
は
、
現
場
に
活
気
を

も
た
ら
し
ま
す
。
そ
し
て
将
来
、
彼

ら
が
農
業
経
営
開
始
し
、
農
業
就
業

人
口
が
増
え
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
私
達
を
支
え
て
く
れ
た
農
業

に
少
し
で
も
奉
仕
し
、
恩
返
し
を
し

て
い
け
た
ら
」
と
熱
意
を
語
っ
た
。

農
業
人
口
が
減
少
す
る
昨
今
で
、

若
き
農
業
者
を
教
育
し
、
支
援
す
る

体
制
は
不
可
欠
だ
。
今
後
も
指
導
者

と
し
て
、
存
分
に
そ
の
力
を
ふ
る
っ

て
頂
き
た
い
。

（
笹
賀

圭
）
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融

公
庫
（
日
本
公
庫
）
徳
島
支
店
で

す
。当

公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

等
の
融
資
や
各
種
情
報
提
供
、
商

談
会
の
開
催
な
ど
、
農
業
者
の
皆

様
の
経
営
改
善
支
援
に
努
め
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

レ
ジ
メ
ッ
セ
２
０
１
７
で
開
催
す

る
「
農
工
商
連
携
・
６
次
産
業
化

セ
ミ
ナ
ー
」
の
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、

１
月
号
に
引
き
続
き
、
徳
島
県
内

の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご

紹
介
（
第
四
回
）
を
掲
載
し
ま
す
。

「農
工
商
連
携
・６
次
産
業
化
セ
ミ

ナ
ー
」開
催
の
お
知
ら
せ

10
月
13
日
（金
）に
ア
ス
テ
ィ
と

く
し
ま
で
催
さ
れ
る
徳
島
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
２
０
１
７

に
お
い
て
、
日
本
公
庫
は
徳
島
県

と
と
も
に
「
農
工
商
連
携
・
６
次

産
業
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
株
式
会
社

ア
ウ
ラ
心
理
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で

あ
る
本
多
英
二
氏
を
お
招
き
し
、

「
東
京
の
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
に
聞

い
た
、
地
域
産
品
開
発
に
お
い
て

“
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
”
」

と
題
し
て
、
６
次
産
業
化
の
取
組

み
を
通
し
て
地
域
の
農
産
物
が
大

都
市
圏
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
商
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、
販
路
開

拓
な
ど
、
様
々
な
手
法
や
視
点
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
日
本

公
庫
ま
た
は
徳
島
県
農
林
水
産
部

も
う
か
る
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
輸
出
・

六
次
化
推
進
室
（
電
話

０
８
８
ー

６
２
１
ー
２
４
３
２
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご
紹
介

（第
四
回
）

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

は
、
「
農
業
の
特
性
を
理
解
し
て

い
る
税
務
・
労
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
い
」
と
い
う
農
業

経
営
者
の
要
望
を
受
け
て
、
経
営

へ
の
総
合
的
か
つ
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
平
成
17
年
に
当
時
の

農
林
漁
業
金
融
公
庫
（
現
・
日
本

公
庫
農
林
水
産
事
業
）
が
創
設
し

ま
し
た
。
徳
島
県
で
は
現
在
、
10

名
（
公
庫
職
員
を
除
く
）
が
合
格

し
て
い
ま
す
。
農
業
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
、
地
域
の
農
業
経
営
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
発
展
の
取
組

み
を
意
欲
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

田
根

永
歳
さ
ん

（
所
属
：
徳
島
県
信
用
農
業
協
同
組
合

連
合
会
）

〔
自
己
Ｐ
Ｒ
〕

私
ど
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
自
己
改

革
の
最
重
点
課
題
と
し
て
、
「農
業

者
の
所
得
増
大
」「農
業
生
産
の
拡

大
」を
掲
げ
て
お
り
、
十
分
な
成
果

を
あ
げ
る
た
め
、
組
織
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
、
当
会
に
お
い
て
今
年
４

月
よ
り
融
資
担
当
者
と
し
て
農
業

融
資
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

資
金
調
達
の
際
に
は
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

電
話
：
０
８
８(

６
３
４)
２
３
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
８(

６
３
４)
２
４
３
８

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



場           所 対  象  者

２１日 農機安全使用者養成講座出前講義 徳島県立農業大学校 大特免許取得受講生

２２日 農地情報公開システム研修会 徳島グランヴィリオホテル 農業委員会職員

２９日 徳島県重点農業施策に関する政策提案 県庁知事室 農業会議関係者

　３日 ＪＡ東とくしま労災保険研修会出前講義 ＪＡ東とくしま生比奈支所 ＪＡ東とくしま職員

　３日 農業委員・最適化推進委員合同研修会 徳島県JA会館別館ホール 県中央地区農業委員会

　４日 農業委員・最適化推進委員合同研修会 西部県民局美馬庁舎 県西部地区農業委員会

　６日 農業委員・最適化推進委員合同研修会 阿南市文化会館 県南部地区農業委員会

　７日 農業委員・最適化推進委員合同研修会 吉野川市文化研修センター 吉野川市、阿波市農業委員会

１２日～１４日 徳島ビジネスチャレンジメッセ アスティ徳島 一般企業、公的機関等

１３日 徳島県農業会議常設審議委員会 徳島グランヴィリオホテル 常設審議委員

１８日 東部地区認定農業者研修会 県庁１１階会議室 認定農業者、関係者

１８日 西日本ブロック農業委員会職員現地研究会 ザ・ニューホテル熊本 農業委員会職員

１９日 西部地区認定農業者研修会 西部県民局美馬庁舎 認定農業者、関係者

２０日～２１日 四国四県農業会議職員研修会 高知市 四国四県農業会議職員

２６日 南部地区認定農業者研修会 阿南市文化会館 認定農業者、関係者

３０日 ＪＡ営農指導員研修会出前講義 ＪＡ会館３Ｆ会議室 ＪＡ営農指導員

　６日 都道府県農業会議会長会議 東京都:主婦会館プラザエフ 都道府県農業会議会長

　７日 吉野川市・阿波市新任農業委員等合同研修会 吉野川市文化研修センター 新任農業委員

１３日 徳島県農業会議常設審議委員会 徳島県ＪＡ会館特別室 常設審議委員

１４日～１５日 中四国ブロック農業者年金担当者会議 場所：未定 農業会議・ＪＡ中央会職員

２１日～２２日 中国・四国ブロック女性農業委員研修会 山口県：ホテルかめ福 女性農業委員

２９日 農業者年金加入推進セミナー 東京都：メルパルクホール 加入推進員

３０日～　１日 全国農業委員会会長代表者集会 東京都：メルパルクホール 農業委員会会長等

１１月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

　９月

１０月

農
業
者
婚
活
食
事
会
の
開
催

参
加
女
性
を
募
集

徳
島
県
農
業
委
員
会
女
性
協

議
会
（
会
長

谷
口
清
美
）は
、

一
般
女
性
と
独
身
男
性
農
業
者

と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
農
業

者
婚
活
食
事
会
を
開
催
し
ま
す
。

独
身
女
性
の
皆
様
、
豪
華
な

デ
ィ
ナ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
是
非
ご
参
加
を
！

◇
開
催
日
時

11
月
10
日
（
金
）

19
時
～
21
時

◇
開
催
場
所

農
園
直
営
旬
感

ダ
イ
ニ
ン
グ
「
ア
ク
リ
エ
」

（
今
話
題
の
野
菜
の
美
味
し
さ

を
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。

住
所

板
野
郡
藍
住
町
奥
野

和
田
１
１
９
ー
１
）

◇
参
加
費

女
性
２
０
０
０
円

（
独
身
女
性
の
方
、
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
）

※
（
男
女
16
人
ず
つ
）
定
員
に
達

し
次
第
、
募
集
は
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
の
申
込
は
、
（一
社
）徳

島
県
農
業
会
議
（Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
８
８
ー

６
７
８
ー
５
６
１
１
）ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（
笹
賀

圭
）

農
家
相
談
の
手
引

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
、
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
が
農
業
者
か
ら
相
談
を
受

け
る
際
、
制
度
や
施
策
の
要
点

に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
の
資

料
集
と
し
て
、
あ
る
い
は
各
種

研
修
会
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。

全
国
農
業
図
書
の
農
業
者
向

け
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
か
ら

エ
ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮
し
て
１
冊

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

収
入
保
険
制
度
や
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
の
他
、
農
水
省
の

主
な
支
援
施
策
を
抜
粋
し
、

「
○
○
が
し
た
い
」
と
い
っ
た

ニ
ー
ズ
別
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
定
価

８
２
０
円

▼
規
格

A4
判

１
２
２
頁
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
発
行
す
る
農

業
総
合
専
門
紙
で
す
。
「
週
刊
」
の
時

間
を
生
か
し
、
情
報
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
解
説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
・農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
農
業
者
、
地
域
住
民
・
消
費

者
、
農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め

の
「か
け
は
し
」と
し
て
、
普
及
・拡
大
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

７
０
０
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

所有者不明の土地問題について

農地集積や被災地復旧を阻害する所有者不明土地が社

会問題化。農水省によると相続未登記やその恐れのある

農地は93万㌶、全農地の2割に達し、超高齢化社会を迎え

て更なる増大が危惧されているという。この事態を深刻

に受けとめ、早急な法的措置を講じないと、相続関係が

益々複雑化し、解決が一層困難になるのは必至だ。(T･M)
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